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は   じ   め   に

西都原の決積台地上に点在する311基の古墳は、「 西都原古墳群」として昭和

9年に国の指定を受け、更に昭和 27年 3月 に特別史跡に指定された ものです。

この古墳群は、 5世紀か ら 7世紀にかけて築造されたものといわれてお り、台

地のほぼ中央部にある陵墓参考地の男狭穂塚 と女狭穂塚は特に著名で、その周囲

に大小の古墳が分布 しており、日本最大の古墳群 として知 られています。

県は昭和 40年度から43年度にかけて、古墳群の環境整備や資料館の建設等

をおこない、昭和 44年 4月 1日 に「風土記の丘」第 1号 として、全国に先駆け

オープンしたものです。

本書はこの「 西都原古墳群」に関する手引書 として刊行するものですが、文化

財を理解 し、文化財に親 しむ手がかうとして活用いただければ幸いです。

昭和 59年 9月 1日

宮崎県教育委員会

教育長 後 藤 賢二郎
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1.総説 西都原風土記の丘

l 西都原風土記の丘

西都原風土記の丘は、昭和27年 に国の特

別史跡に指定された「西都原古墳群」を中心

に整備されたものである。所在地の西都市は、

奈良時代に、国府(推定地)、 国分寺、国分尼

寺等があった所で日向の国の中心であった。

これら国府、国分寺等の後背台地が西都原

で、東西約 2.6血、南北約 4.2 Kmの この台

地には前方後円墳32基を合む大小 311余基

の古墳が密集している。これが西都原古墳

前方後円墳 (46号 墳 )
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群である。江戸時代の国学者本居宣長はこの地を耶馬台国で有名な魏志倭人伝の中の「投馬」の国に比

定している位である。地名の「妻」が「都萬」ついで「投馬」に結びつくからでもあろう。

この古墳群は、大正元年から6年にかけて、時の県知事有吉忠―が、史跡の保存と顕彰を目的とし、

宮内省、帝室博物館、東京帝国大学、京都帝国大学から一流の学者を招き発掘調査を実施している。日

本では最初の本格的学術調査であった。この調査の結果、古墳の築造年代は 5世紀から6世紀とされた。

風土記の丘保存整備の第 1段階は、史跡の公有化であるが、昭和40年度に着手、昭和42年度に完了し

ている。公有化された面積は約 45.3娩、買収費は盈700万円、国の助成は 2分の 1で あった。そして

古墳の張芝修景花木の植栽、園路 (探勝歩道 )の設置等の環境整備事業は昭和41年度から昭和43年度に

かけて行われ、事業費は1,400万円であった。

これら風上記の丘保存整備事業は、おおむね次の 3地区に分けて整備された。

(1)A地 区 (第 二古墳群 )

前方後円墳 (一本松塚他 ) 方墳 (171号墳 ) 円墳 (鬼の窟墳他 )

西都市街地か ら稚児が池近 くの坂道を登 り

つめた四叉路に「特別史跡西都原古墳群」の

記念碑が立 っている。この碑より南東の一群

がA地区で前方後円墳 6基を合んだ約70基 の

古墳がある。

主要古墳は、一本松塚と呼ばれている72号

墳で、全長79物、後円部の径49η 、後円部の

高さ 6.6η の前方後円墳である。この古墳は

調査済で、後円部の粘土椰の内部から、鉄剣

3本 と漢式鏡 1面が発 見された。

一本松塚の南側に前方部が低 く細長いいわ

ゆる柄鏡式の前方後円墳 全長68η、後円部

の径38η、高さ 7.2η の 35号墳があり、こ地下式横穴 (地下式 4号他 )模式図
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の古墳からも粘土椰が発見され、直刀、小

剣、勾玉、管玉、漢式銃 (方格規矩文鏡 )

等の出土をみている。

なお、西方に離れて 1基、姫塚 (202号

墳 )があるが、形態の素晴 らしい前方後円

墳 (全長50η、後円部の径28η、高さ6η )

で、周囲に一重の阻をめぐらしている。

この姫塚か らは、後円部と前方部か ら、

刀子、鉄鏃、水晶製切子玉、ガラス製管玉、

琥珀製ナツメ玉、須恵器等の豊富な冨1葬品

の出土を見ている。

このA地区には、民家が三戸あったが古代の景観を再現するため移転 して貫い、又電線も地中埋設に

している。

このように西都原が太古の姿に戻るためには、様々な人達の協力を得て成 し遂げられたといえよう。

(2)B地 区 (第 2吉墳群 )

台地の東側縁辺部、記念碑か ら北にかけ

ての一群が B地区で、約30基 の古墳がある。

うち10基が前方後円墳で、柄鏡式が多 く、

大山祇之神の墳墓といわれる古墳 もある。

この地区の古墳は 1基調査 したのみで、

他は未調査 となっている。

この地区は風上記の丘の中心ともなる地

点であるため、全面張芝による休憩広場が

造成されると共に、その一角に西都原全体

の状況を図示する案内板が設けられている。

資料館に至る道の右手に前方部を南に後

円部を北にして横たわる前方後円墳が次から次へと現われてく

(5)C地 区 (第 5古墳群 )

この地区は、 B地区の北にかけての一群で、高取山の東麓の地区である。舟塚 (265号 )と呼ばれる

前方後円墳 (全長59陶、後円部の径 35物 、高さ5.5η )の他はすべて円墳で約60基 ある。 265号墳は穂北

平野を見下す風光明媚な場所に築造されており、後円部墳から、直刀、矛、鉄鏃等の武具、漢式鏡、管

玉、麻布片等が発見された。

調査ずみ円墳で豊富な副葬品の出土品を見たのは、 156号墳で、直刀、鉄鏃、短剣、矛等の武具、勾玉、

ガラス玉、碧玉製管玉、獣形銃等がある。

芝生広場 ― B地区―
(大山祇塚、 9o号 墳 )

る様は圧巻である。
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ところで、この地区には南九州独得の墓

制といわれる地下式横穴がある。地下式横

穴はL字型に地下を掘り、奥に家型等の墓

室を設けるのであるが、西都原から約10基

程発見されている。

中でも有名なのが地下式横穴4号で、1■号

墳の下にある。昭和31年度突然の陥震によ

り発見されたもので、玄室 (墓室 ).の床面

は地表下約 2.7陶 、床面は長方形で幅 2.2

η、奥行 5,5η、高さ 1.6η、出土品とし

ては、短甲 2領、碧玉製管玉、硬玉製曲玉、

ガラス玉、滑石製の小玉、珠文鏡等がある。

円墳群  ― C地 区―

この地区は、土地が開けていて散策には絶好の場所で、ことに封土上の栗樹は古代さながらの自然と

雰囲気をかもし出している。

2 男 狭 穂・ 女 狭 穂 両 塚 と周 辺 の 古 墳

これ らの地区の古墳の他に、陵墓参考地として男狭穂塚と女狭穂塚があるが、これは宮内庁が管理 し

ている。この古墳は明治29年、陵墓参考地として指定を受けているが、男狭穂塚が壌々杵尊、女狭穂塚

が木花開耶姫の御墓との伝承が古 くから残されていたためであろう。

男狭穂塚は、全長 219η、後円部の径 128吻、後円部の高さ 18物 である。前方部と見られる部分が

変則的な形のために円墳、又は帆立貝式などの異論がある。いずれにせよ県下最大の古墳の一つで二重

の濠がめぐらされている。

女狭穂塚は、全長 174確、後円部の径 7陶、後円部の高さ13物 で、一重の周濠を有する前方後円墳であ

り男狭穂塚と同様古墳時代中期の築造と推定されている。

この他、記念碑か ら陵墓参考地に至る途中の鬼の窟墳、 (206号墳 )陵墓参考地の西狽1に ある飯盛塚

(169号墳 )等が西都原古墳群にとって顕

著な古墳 といえる。

鬼の窟墳は、円墳に土塁をめぐらすとい

う珍 しい古墳で、土塁の長さは 142η 、円

墳の高さは 6.3確 である。又横穴式石室が

南側に開口しており、石室内の羨道部は長

さ 5.4陶 、玄室は幅 2.8η 、奥行 3.3確 で

畳数になおすと 6畳敷の広さ、高さは 2η

である。西都原台地で石室の内部をのぞく

ことの出来る唯―の古墳である。

飯盛塚は周隆を有する比較的大きい円墳鬼 の 窟  (206号 墳 )
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で、墳丘の低部と高部に二重の埴輪円筒列があり、国の重要文化財に指定された子持家形埴輪、舟形埴

輪の破片が発見された古墳でぁる。又後円内部からは、直刀、斧頭、銅鏡、銅91等 が出上 し、銅銃の面

上に玉虫の羽が置かれた状態で発見されたのは、当時注目を浴びた。玉虫は法隆寺の玉虫の厨子で知 ら

れており、羽の色は古代人の趣向に余程合った色と思われる。

なお、陵墓の南西に一群、寺原地区に一群の古墳がある。

5 西 都 原 資 料 館

資料館は台地の北西、高取山公園の下、 C地区古墳群の西側に位置し、西都原古墳群理解のため役立

っている。

建物は鉄筋コンクリー ト平家造 りで、自然の景観を損なわないよう半地 下式になっている。又室内は

日光の乱反射を利用するなど趣向をこらした設計で、昭和45年 に第10回建築業協会賞を受けている。

この資料館は、昭和41年度に管理棟と考

古資料室、昭和42年度に民俗資料展示室、

昭和43年度に収蔵庫と 3年がかりで完成さ

れている。

展示室には、西都市にあった元西都原史

蹟研究所保管の大正年間の発掘品の一部、

その後発見された地下式横穴の出土品、

西都市周辺から表面採集された土器、石器

等の一括寄託品と木館である県総合博物館

か ら移管された関係資料等、そして西都原

に近接する茶臼原、新田原古墳群、百塚原
都 原 資 料 館 の速 景

古墳等の出土品をあわせ展示されている。展示品の主なものとして他に類例のない子持家形、舟形の壇

輪 (複 製 )地下式横穴出土の短甲、国分寺跡瓦等がある。

民俗資料展示室には、県内ではただ一件、重要有形民俗文化財に指定されている東米良の狩猟用具 29

点を初めとし、西都市周辺の西米良村、新

富町、佐土原町などの山村生活の民具類が

展示されている。

なおこの資料館の近 くの復原古代住居は

昭和41年度建築されたものであり当時の国立

文化財研究所長関野克氏の設計で、 4世紀

末の家屋文鏡や埴輪を参考にして復原され

た古墳時代の平家家屋であり、古墳時代の

■ 家屋を知る貴重な資料である。

一　
古

【
　
一死

一一　
復 代 住 居
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4 西都原古 墳群 の風致保存

西都原風上記の丘の価値を高からしめているのは、この台地では自然景観を保つため施設園芸ではなく

即ち麦、菜種、古廉類の作付、それに桑、栗等の栽培が広く行われていることにある。茶畑、桑畑、栗

園の間を、春には菜の花、秋にはそばの花が埋め、四季の推移を豊かな色どりによって知ることが出来

る。人々がいつ訪ねても深い感銘を受けるのは、こうした自然があるためである。

この様な自然景観の維持は、地元の人々

の風致保存への深い関心と協力によってな

りたっている。

そして西都原の台地の全体は、県立 自然

公園としてす っぱり包まれ、その中の古墳

の多い地域は特別地域 (185あ )に指定さ

れており、更に古墳の密集 している風上記の

丘区域は、都市公園 (歴史公園 69娩 )と も

なっている。このうち 61姥oが特別史跡地区

として公有化されている。

桑畑と吉墳  (姫塚£02号墳 )

子持家形埴輪 (169号 墳出土 )

船形埴輪 (169号 墳出土 )
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前 方 後 円 墳 石葺 三神三獣鏡 1、 勾玉 2、 管玉40余、小玉 100余、

刀子と、鉄残片、木片 2

原
田
淑
人
・原
　
勝
郎

浜
田
耕
作
・梅
原
末
治

第
六
回
大
正
６
年

船

4E

無

塚

号A塚

号B塚

265

80
無号

前 方 後 円 墳

墳円

石
　
　
し
　
　
　
．

葺

　

　

な

果形乳文鏡 1、 管玉 19、 直刀 3、 刀子 2、 矛首 1

鉄鏃 100余、麻布片

須恵器片 3

土師器片

大正 元年 ～ 大正 6年 の調 査古 墳一 覧
(西都原古墳調査報告書により作成 )
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2.西都原風土記の丘保存整備事業一覧

(動 所在地  西都市西都原

⑫ 史跡の概要

東西約 26的、南北約 4.2 Kmの洪積台地を中心に、 5世紀から7世紀にかけて築造された、前方

後円墳 32基を含む大小 311基の古墳が、古代さながらの環境の中に存在することにより、昭和

9年 5月 1日 に国指定史跡、昭和 27年 3月 29日 に特別史跡に指定されさらに、史跡の公有化、

環境整備、資料館建設等が完了した昭和 44年 4月 1日 には、西都原風上記の丘としてオープンし

女二。

151事業内容

年 度 内 容 総事業 費 主 管 課

∫

昭 40  31,437″

土地買上 (44.1%)41 254,448

42 155,102

千円

77,116 社会教育課

∫ 環境整備 (標柱設備 植倒・張芝・古墳修復等 ) 13,829 観  光  課

;

43

資料館建設・古代住居復原 57,695 社会教育課

41 巡回路整備 1,781 観  光  課

駐車場整備 2,700

事務費等 10,889

計 国費  5且 064千 円  県費 105,946千 円 164,010
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● 修復古墳

A地区 17基
計 55基

C地区 33基

(内訳 )

A地区 (号 )

C地区 (号 ) 111. 112.  11&  114  115.  1la  120.  121.  122  12■

12&  12欽   13Z  13&  134  13d  137.  138.  145,  14α

15α   152.  15&  162.  163.  164,  165。  16α   261.  262.

26& 264.26a 275.277.無   無  無

④ 関係機関

ア 西都原協議会  事務局  西都市商工観光課  昭和45年 2月 13日発足

構成メンバー

県 (蝶境保全課・西都土木事務所 ) 県教育委員会 (文化課 )

市 (商工観光課・土木課 )     市教育
―
委員会 (社会教育課 )

その他 (西都原を守る会代表 )

151維持 管理

県公園協会 (職員数 5)に委託

222α６
．
　

一９
．

５
，
　

α

４

　

■

＆
　
・ｍ

７

．
　

２５

ｔ
　
猛

1&

20家
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11～ 12



4.特別史跡西都原古墳群報告書・出版物等日録

(1)報告書・会報 。研究紀要等

ア 県及び県関係等の刊行物

ユ 書  名  宮
島最猥響強調査報告        1・ 総説 (大工元年12月 25日 ～ 2年 1月 6日 )

2.調査記録 (調査経過 )
2 著  者  坂 口  昂 他       3.調 査報告 21(‐本松塚 )、 110(事勝塚 )、 H(姫塚)

201、 200、 112、 111(雑掌塚 )、 26、 25、 29、 無号、17、
5発 行社  宮崎県             210号 の各墳

4.調査員 東大 (黒板勝美、今西龍、柴日常恵 )
4発 行年  大正 4年                京大 (坂口昂、浜田耕作、喜田貞吉 )

´ 帝室博物館 (関保之助 )
5 ページ数  A5版  109ペ ージ(旧版本)       宮内省 (増田千信 )

※以上大正元年と2年の調査記録である。

ユ 書  名  宮崎県大観            図録の部に鬼の窟、男狭穂塚、女狭穂塚、 3号墳 (現
35号墳 )の写真が集録されている。

2著  者  宮 武 喜三太 編        また、史蹟及び名勝の部には男狭穂塚、女狭穂塚、姫

塚、鬼の窟が紹介されている。
5発 行社  宮崎県大観編集部

4発 行年  大正 4年

5 ページ数

西都原古墳群の発掘調査を提唱した有吉忠一知事の送ユ 書  名  攀転餘情
別に因んで編集されたもので、各界代表の送別の辞、あ

2 著  者  宮崎有吉前知事送別会編     るいは送別会の様子、有吉一家の離県の様子等を集録し
ている。

5発 行 社  宮崎有吉前知事送別会編

4発 行 年  大正 5年

ジ5 ページ数  134ペ ー
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と 書  名  宮崎県西都原古墳調査報告書    1.船 塚
外形、調査の経過、遺物の研究、発掘の結果

2 著  者  浜 田 耕 作 、 梅 原 末 治    2.無 号 A塚
鬼の窟の東南270η

5発 行 社 3.無号 B塚
西都原の東南部

4発 行 年  大正 6年
以上、 3基の発掘調査報告である。

5 ベージ数  18ペ ージ (旧版本 )

図版 西都原60、 55、 20、 2号墳l 書  名  宮崎県史跡調査報告       1.
日向古墳調査報告書 (鳥居龍蔵 )大正 2年小川琢治、原田淑人、 2.第 4.古墳の状態と其遠物2 著  者  具冨齊層、内藤虎次慎[、 今西龍

                   3、 22、 23号墳祭土原 (31～ 38頁 )、
5発 行社  宮崎県内務部          3.西 都原古墳調査報告 (原田淑人、柴田常恵 )大正 4年

60、 66号墳他

西都原古墳調査報告 (内藤虎次郎、今西龍 )大正 5
4発 行年  大正 7年           4.

年、 2号墳5 ページ数  72ペ ージ(旧版本 )     以上の収録でぁる。

I 書  名  宮崎県古墳台帳

2 著  者  宮崎県内務部

5発 行社  宮崎県内務部

4発 行年  大正 7年

5 ページ数  33ペ ージ

西都原古墳群は、児湯郡下穂北之部の中に所有地、形

式、高さ、周囲、基底部の長さの区分を設け、記載され
ている。

I 書  名  霧三目延岡附近古墳調査     延岡で行われた鳥居龍蔵の講演内容を集録したもので
ある。この中で博士が西都原古墳群の発掘調査に参加す

2 著  者  東臼杵郡史蹟調査会       るようになった由縁について述べている。

5発 行社     ″

4発 行年  大正 15年

5 ページ数
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I 書  名  西都原史跡調査報告書      1.西 都原古墳調査報告 (89頁 )
2.宮崎県西都原古墳調査報告書 (8頁 )

2 著  者  宮崎県編            3.宮 崎県史跡調査報告 (69頁 )

大正 4年、大正 6年、大正 7年に刊行された報告書を合
5発 行社  宮崎県            本再版したものである。

4発 行年  大正 15年

5 ペー激   A5版  166ペ ージ

ユ 書  名  日向纂記

2著 者 平 部 晴 南

5発 行 社  南那珂郡教育会

4発 行 年  昭和 2年 (再版 )

5 ページ数

「日向神国附国中二山陵多キ事」の条に「穂北郷三宅

村西都原ノニ山陵・…・・」で始 まり、男狭穂塚・女狭穂塚
・鬼の窟の説明がされている。

ユ 書  名  西都原古墳頒布図        表 西都ケ原附近古墳分布図 (1/6,000)
(1号～ 249号 )

2 著  者  宮崎県             裏

1.西都原古墳における形式別古墳数
5発 行 社  宮山奇県 2.付近の史跡

3.代表的古墳とその出土品
4発 行 年  昭和 3年 (男狭穂、女狭穂塚 他 26基 )

5 ベージ数

I 書 名 宮児曇轟褒闇含 
第5輯

2 著  者  宮崎県内務部

5発 行 社  宮崎県内務部

4発 行 年  昭和 6年

5 ページ数  253ペ ージ

西都原古墳群の標題をかかげ、地名由来や地理環境を

述べ、鬼の窟と大正年間発掘した古墳の一部 とその出土

品を紹介している。

なお、全景、鬼の窟、出土品の写真が付録されている。
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l 書  名  日向古跡誌附陵墓写  '      日向古跡誌 1巻から6巻までの合本印刷で巻 5 児湯
郡三宅村の項に二山陵、事勝塚、雑掌塚、飯盛塚、姫塚、

2 著  者  平 部 崎 南         船塚他 15基の大きさ、形体、伝説、位置関係など (135～
1込0頁 )が収録されているが、日向地誌の内容と同じであ

5発 行社  宮崎県           る。

4発 行年  昭和 7年

5 ページ数  A5版  302ペ ージ

ユ 書  名  西都原古墳群区         西都原古墳群の分布図
原田仁が昭和 11年測量を実施、同12年製図されたもの

2著  者  原 田   仁        でぁる。

縮尺 5,000分の 1
5発 行社                 (梅 原末治氏旧蔵 )

4発 行年  昭和 12年製図

5 ページ数

ユ 書  名  聖地古日向           日薩隅の古代遺跡の項に西都原古墳群 (124～ 126頁 )と
して、

2 著  者  鉄道省編             1.古 墳群の概要
′  2.大 正の発掘

5 発 行 社  博物館              3.男 狭穂塚、女狭穂塚、鬼の窟古墳

の記述がある。
4発 行 年  昭和 15年

5 ベージ数  B6版  220ペ ージ

ユ 書  名  日向文化史           第二章 先史時代   第一節 考古学と日本原人論
(西都原古墳発掘 )(28～29頁 )

2 著  者  日 高 重 孝         第二章 原史時代
第一節 遺跡遺物の概況 (43～52頁 )

5発 行社  県社会教育課          第二節 日向古墳の分布と特徴 (52～ 64頁 )
以上、第二章と第二章に西都原古墳についての記述があ

4発 行年  昭和 25年          る。

5 ベージ数  B5版  178ペ ージ
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I 書  名  日向遺跡調査報告 (第 1幡 )  第 2部に 1.宮崎県古墳調査の沿革 (大正元年～13年にわ
たる西都原古墳調査 ) 2。 日向古墳地名表 (妻町 1～

2著  者  瀬之日 伝九郎 他        280号 )と しての記載がある。

5発 行社  宮崎県教育委員会

4発 行 年  昭和 27年

5 ページ数  B5版  116ペ ージ

I 書  名  宮崎県埋蔵文化財地名表     西都市大字三宅及び右松に所在する古墳 (1～240号 )
が地名表にあがっている。

2 著  者  宮崎県教育委員会

5発 行社  宮崎県教育委員会

4発 行年  昭和 40年

5 ページ数  B5版  58ペ ージ

ユ 書 名 宮          た2  
下宿蓬憂否荒零横言琵十冥選てピ落ぽ弘|と二場葺呈曇ξ

2 著  者  田 中   茂         の関係についての論述である。

5発 行社  宮崎県総合博物館

4発 行年  昭和 49年

5 ページ数  85ペ ージ

l 書  名  日向の伝説と史lFR

2著  者  宮崎県編

5発 行社  歴史図書社

4発 行年  昭和 53年

5 ページ数  A5版  182ペ ージ

日向の聖地伝説と史蹟 (昭和 9年 )の復刻版で御陵墓

参考地、男狭穂塚、女狭穂塚、西都ノ原古墳群 (127～
129頁 )及び古墳の形式別基数他についての記述がある。
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ヽ
し

　

２
、
騨的　ヽ２０７、２０　ヽ‐００，　ゆ

分け、嘩　５６、７２　９５、９９　　‐７０、‐

嚇”」靭　報細期報報報期報綱呵

西都原古墳群研究資料
・

田 中 熊 男

宮大考古学資料室

昭和 53年

B5版  62ペ ージ

二 書  名

2著  者

5発 行 社

4発 行 年

5 ページ数

書  名

著  者

発 行 社

発 行 年

ページ数

日向の古墳展 (図録 )
一地下式横穴の謎をさぐる―

宮崎県総合博物館

宮崎県総合博物館

昭和 54年

132ペ ージ

・ 西都原古墳群および出土品の紹介と
。「九州古墳文化の地域性」について論考―小田富士雄

・ 「地下式横穴の甲冑と大和政権」の論考―小林謙一

以上 2氏の論考の掲載がなされている。

１

　

　

２

書  名  宮崎県史跡調査 1～ 8輯

著  者  宮崎県内務部編

発行社  畷基
本図書館コンサルタント

発 行年  昭和 55年 (復刻本 )

ぺ~ン数  A5版

宮崎県史蹟調査報告第 4輯 (児湯郡之部 )

大正14年発行 (253頁 )の復刻版で、西都原古墳群
(43～54頁 )については、

大正の発掘概況

古墳形成、築成年代

出土遺物 (姫塚、110号、21号、111号墳 )

西都原附近採取遺物写真 (9枚 )
に分けての記載である。

１

　

　

２

書 名 宮客暑慧
=鶏
撃各醤轟農古墳発

掘調査

著  者  田 中  茂

発行社  宮崎県立図書館

発 行年  昭和 58年

ぺ~ン数

有吉忠一知事が西都原古墳群発掘を提唱した意図と

その背景及び発掘調査に至るまでの経緯、発掘中止等に

ついて記述されている。
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イ 西都市等の刊行物

ェ 書  名  児湯郡郷土誌          第 14章 名勝旧蹟 (200～209頁 )の項に
13 史蹟研究所

2 著  者  児湯郡教育会           22 西都原

23 男災穂塚、女狭穂塚
5発 行 社  児湯郡教育会          24鬼 の窟

26事勝塚
4発 行 年  大正 14年 以上の記述がある。

5 ページ数  B5版  395ペ ージ

l 書  名  古墳群西都原

2著  者  久 保 平一郎

5発 行社  児湯郡西部地方奉賛会

4発 行年  昭和 9年

5 ペーン数  74ペ ージ

西都原古墳群の大正発掘調査内容の紹介と西都原付近

の伝承について集録がなされている。

ユ 書  名  西都原の古墳

2著  者  日 高 正 晴

1.西都原古墳群の特色、外形上の類別と分布、成立の
年代

2.特色ある古墳の解説
男狭穂塚、女狭穂塚、 169号墳、鬼の窟墳

5発 行社  西都市教育委員会        3.大 正初年の発掘調査

4発 行年  (再 版々 )昭         
以上 3項目について詳細な記述がある。

和 46年

5 ページ数  A5版  50ペ ージ

と 書  名  西都の歴史

2著  者  日高 次 吉 、日高 正 晴    ・ 古墳の種類と分布

・ 西都原古墳群の地理的位置と保存について

・ 西都原の由緒

・ 著名な古墳

・ 特色ある出土品

・ 大正初年の発掘調査

・ 古墳群成立の年代

以上についてくわしい説明がなされている。

5発 行 社  西都市

4発 行 年  昭和 51年

5 ページ数  448ペ ージ
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と 書  名  誉絡贄合象原古墳調査報告書    宮崎県が発行した大正 4年、大正 6年、大正 7年の 3
冊を復刻合本したものである。

2 著  者  宮崎県 なお、斎藤忠の解説が掲載されている。

5発 行社  西都市教育委員会

4発 行年  昭和 58年

5 ページ数  本文 72、 解説 35ペ ージ

ウ 宮崎考吉学会等の刊行物

I書 名 専g蕃笞至菖事鍮百穎 6浬紫葦詣笠整珂盾駐義駐 巖 措爵 観
2著 者 原 田 淑 人

5発 行社  日本考古学会

4発 行年  大正 4年

5 ページ数  72ペ ージ

出上の金銅馬具類について記述 してある。

ユ 書  名  日
ぞ島轟接警甕И義墓勢

0    
昭和11年の浜田耕作、原田仁の実測調査結果を公にし
たもので、男狭穂塚、女狭穂塚以下主要な古墳の実測図

2 著  者  黒 板 勝 美 他      が集録されている。
なお、解説書では久保平一郎が西都原古墳群の概況に5 発 行社  日本古文化研究所       っぃて述べており、また、実測図古墳の解説のほか当時
の古墳の遠景写真も掲載されている。4発 行年  昭和 15年

5 ベージ数

I 書  名  日向史学            復刊第 1号で野田敏夫の東京国立博物館所蔵宮崎県

出土考古遺物地名表 (32～ 35頁 )が収録されており、古
2 著  者  日向史学研究会編        墳の項に字三宅西都原の埴輪の 7点 とその他の収蔵品の

記載がある。
5発 行社

4発 行年  昭和 34年

5 ページ数  A5版  36ペ ージ
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書  名  晃禦嚢喜
学会第 1回研究発表会

著  者  宮崎考古学会編

発 行社  宮崎考古学会

発行年  昭和 47年

ページ数  10ペ ージ

西都原古墳群調査古墳の再確認というテーマで発表し

ている。要旨によると古墳番号が旧番号と新番号がある

のでいささか混乱が起っているので、それを整理するこ

とと、調査古墳の数が不統一であるので併せて整理 した

いとある。

なお、調査古墳の一覧表が付 してある。

(発表者 茂山護 )

書  名

著  者

発行社

発行年

ぺ~ン数

宮崎考古 1
「東立野の地下式 9号墳」

日高 正 晴 、 茂 山 護

宮崎考古学会

昭和 50年

14ペ ージ

西都原古墳群 102号墳と同 1
小円墳の南東側墳裾が陥没発見、

である。

05号墳との間にある
調査 したときの報告文

書  名  古
香倦贅粛畠上の須恵器

著 者 福 尾 正 彦

発 行 社  九州古文化研究会

発 行 年  昭和 54年

ページ数

― 地下式横穴・高塚古墳出土例を中心として ―

鬼の窟古墳および西都原地下式横穴 2号、同 3号、同
9号出土等の須恵器について特色を述べ、編年を試みて
いる。

書  名  l彎 君軽蟄
こおける地下式横穴

著 者 福 尾 正 彦

発 行 社  九州古文化研究会

発 行 年  昭和 55年

ページ数

地下式横穴と高塚古墳とを比較検討しながらこれらを

残 した人々の社会的背景を究明を試みている。特に西都

原古墳群については、編年について注目する論述がある。
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ユ 書 名 考専議窒嬰墓鬼捷毛晶そ」   か看暑2再鍵騒広五百量晨羅壊奮整つ雇桑8え歯i螢査
2 著  者  今 井   尭         立入調査は必須であることを述べている。

5発 行社  考古学研究会

4発 行年  昭和 58年

5 ベージ数  132ペ ージ

I 書  名  遺
警豊f曇壁

Ⅱ

         りξ冒2克ξム塚言塚FI蹴 欝復亀壌碧写彊基屎息
2 著  者  奈良国立文化財研究所      上記の丘として分布図、写真とともに紹介されている。

5発 行社  奈良国立文化財研究所

4発 行年  昭和 58年

5 ページ数  90ペ ージ

I 書 名  考キ音簡蒐鍔意亀早式墳」    さ男鷲『菅暑軍慧E奎黛C:甚泰奮ム鬼÷曇覆賓猛嬉寮
2 著  者  日 高 正 晴         について論考している。

5発 行 社  日本考古学会

4発 行 年

5 ページ数

ユ 書 名 月辞番幾撥古墳群の環境整備」
 風ピ撃塚哲哲覆誓ず税蠣稚ζ碧基π象諾、筵濡鼻善娠美

2著  者  岡 田 茂 弘        際についての説明がなされている。

5発 行 社  第一法規

4発 行 年

5 ベージ数
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I書 名 
日
干饗泰薦暮曇聾比下式横穴の  地下式横穴の調査内容 (轡銃板のほか、須恵器、土師
・ 遺物配列状態」        器が出土 )について記述している。

2著 者  日 野  巌

5発 行社  文華堂

4発 行年  昭和 3年

5 ページ数

(2)そ の他の出版物

ア 県内出版又は県内執筆者による出版物

l 書  名  日向               佐土原及び西都原の特輯で西都原の古墳 (152～ 156

頁 杉田義― )の項に
2著  者  日向郷土会編           1.西 都原古墳の形式分類

2.男狭穂塚・女狭穂塚・鬼の窟 。方墳についての詳
5発 行社  文華堂             述

3.他地域古墳との比較考察
4発 行年  昭和 13年          がなされている。

5 ベージ数  A5版  195ペ ージ

I 書  名  日向今昔物語 (増補 )      大正の発掘調査でこの古墳群が古墳築造最盛期以後の

ものであろうと結論されているが、それはわずか20数基

(実は30基 )で 300余基中の一小部に過ぎない。これ
で結論することは正論とは申されないと述べ、残された

古墳の中にはまだ上代のものが存在するのではないかと

述べている。

2著 者 日 高 重 孝

5発 行 社  橘百貨店出版部

4発 行 年  昭和 35年

5 ページ数  58ペ ージ
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ユ 書  名  郷上のあゆみ    '      古墳時代の郷上の項に西都原古墳 (24～ 28頁 )を取り

あげ、古墳についての概要と舟型はにわ、家型はにわに

2 著  者  一 政 祐 英         つぃての記述を行っている。

5発 行社  南日本教育図書会

4発 行年  昭和 37年

5 ページ数  B5版  112ペ ージ

ユ 書  名  日向路 「壮大な西都原古墳群」の見出しがあり、西都原古墳

群の特色の説明、子持家形はにわ、船形はにわの紹介。
2 著  者  柳 宏吉、平田正一       日向古墳と帝紀旧辞との関係等についての記述がなされ

ている。
5発 行 社  講談社

4発 行 年  昭和 43年

5 ベージ数  156ペ ージ

l 書  名  宮崎県の考古学         1.特 色ある古墳及び調査ずみ古墳の解説

男狭穂塚、女狭穂塚、鬼の窟古墳、11、 17、 21、 11∝

£ 著  者  石 川 恒太郎          200、 201、 3、 22、 23、 1、 4、 60、 20、 2、 112号墳
イ  地下式横穴 1～ 4号

5発 行社  吉サII弘文館          2.主 要遺跡地名表 古墳
大字三宅、童子丸、右松、妻所在

4発 行年  昭和 43年          以上の記述がなされている。

5 ベージ数  A5版  393ペ ージ

I 書  名  地下式古墳の研究         西都原地下式古墳 1～ 4号墳について詳述されている。

2 著  者  石 川 恒太郎

5発 行 社  帝国地方行政学会

4発 行 年  昭和 48年

5 ページ数  A5版  270ペ ージ
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ユ 書  名  日向地誌            復刻版で三宅村の項に二山陵・事勝塚・雑掌塚・ 鬼

ノ窟・姫塚・船塚他15基の大きさ。形体・伝説位置関係
2 著  者  平 部 崎 南         などが記述してある。

5発 行 社  青潮社

4発 行 年  昭和 51年

5 ページ数 
・
A5版  1,620ペ ージ

1 書  名  宮崎県の歴史散歩        西都原古墳群の概説
(分布図、鬼の窟資料館の写真が掲載されている )

2 著  者  宮崎県高等学校社会科研究会

5発 行 社  小サII出版社

4発 行 年  昭和 51年

5 ベージ数

ユ 書  名  宮崎の文化遺産         西都原古墳群の概説
(表紙を含む 4葉の写真が掲載されている )

£ 著  者  野 口 逸 郎 、 柳 宏 吉 編

5発 行社  宮崎日日新聞社

4発 行年  昭和 54年

5 ページ数

ユ 書  名  日向古蹟誌

2著  者  平 部 幡 南

5発 行 社  歴史図書社

4発 行 年  昭和 55年

5 ページ数  A5版  302ペ ージ

児湯郡三宅村陵墓 (135～ 1判頁 )の項に、二山陵 。事

勝塚・雑掌塚・飯盛塚・鬼窟塚・姫塚・船塚・古塚数十

基についての記述がある。
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I 書  名  日向郷土事典    '      古墳群め位置と分布状況と大正の発掘調査及び主な出

土品の前述がなされている。

2著  者  松 尾 宇 一

5発 行 社  歴史図書社

4発 行 年  昭和 55年 (復刻本 )

5 ページ数

1 書  名  郷土史事典 大正の発掘調査について「日本の学者が初めて古墳を

掘った西都原」の小見出しで記述、つづいて「代表的な
2著  者  石 川 恒太郎編        西都原の家と船の埴輪」の小見出しで出土品について紹

介している。
5発 行社  昌平社

4発 行年  昭和 55年

5 ベージ数  187ペ ージ

I 書  名  日向の遺跡遺物と俸承       西都原古墳群の特色と、男狭穂塚 。女狭穂塚・鬼の窟
・飯盛塚等について説明がなされている。

定 著  者  日 高 重 孝

5発 行 社  日向文庫刊行会

4発 行 年  昭和 57年 (復刻版 )

5 ペーン数

I 書  名  宮崎県大百科事典        。西都原の位置・地形、古墳の分布等の状況 (サ II中一巌 )
・ 西都原 169号、171号、265号墳について (日 高正晴 )

2 著  者  宮崎日日新聞社         。西都原古墳群について (日 高正晴 )

・ 西都原古墳群の発掘調査 (日高正晴 )
5発 行 社  同 上             ◆西都原資料館 (富永嘉久 )

以上の事項が取りあげられ説明が加えられている。
4発 行 年  昭和 58年

5 ベージ数
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イ 県外出版社による出版物

書  名  日向国史 上巻

著 者 喜 田 貞 吉

発 行 社  .史誌出版者

発 行 年  昭和 4年

ページ数  856ペ ージ

可愛山陵の所在地の一説として伝承地の男狭穂塚・女

狭穂塚を紹介しているが、形態が応仁・仁徳諸帝のころ

の型式に類しているので果たしてこれが神代の山陵なる

か否かについてはいろいろ研究を重ねた上、慎重に決め

なくてはならないと述べている。

つぎに「児湯郡の古墳墓」の中で主な古墳群について

紹介している。

書  名  上代の日向延岡

著 者゙  鳥 居 龍 蔵

発 行 社  鳥居人類学研究所

発 行 年  昭和 10年

ページ数  198ペ ージ

大正2年県から要請のあった鳥居龍蔵は古墳群中7基の

古墳を発掘している。その中で、35号墳の墳項に営まれて

いた経塚も調査しているが、本書はその折出土した陶製

経筒と宋銭についてふれ、他の出土例と比較・検討を行

なっている。なお、35号墳の粘土椰と経筒、宋銭の写真

も掲載されている。

書  名  日向古代史

著 者 喜 田 貞 吉

発行 社  東洋堂

発行 年  昭和 18年

5 ベージ数  A5版  594ペ ージ

第二編 上古史
第七章  日向の古墳墓
第二節 一、児湯郡の古墳墓
西都原古墳群の概略と隣県古墳群の比較説明 (413～

439買 )がなされている。

書  名  日本土代の甲胃

著  者  末 永 雅 雄

発 行 社  倉」元社

発 行 年  昭和 19年

ページ数  411そ の他図版ページ

第 210号墳 (現 171号 )か ら出上している衝角付胃及

び短甲形埴輪について紹介、さらに該墳が方墳であるが、

後期のものではなく古墳時代の最盛期に築造されたもの

であることも述べている。

つぎに111号墳 (現 170号 )出上の短甲頸甲肩甲につ

いて記述がある。
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書  名  日本考古学講座 5 古墳文化

著  者  中 川 成 夫

発 行 社  河出書房

発 行 年  昭和 31年

ベージ数  4ページ

江上波夫が騎馬民族の上陸地点を西都原と推定され
ているが、西都原古墳群は南鮮古墳と副葬品および外形
などから同時代・同民族の墓制とは認められない。
日向の前方後円墳の示す古墳文化は、この地方が古い

伝統の保存に好適な場所―後進性・保守性の強いところ
―に古い墓制が永く続いていたことが外形・副葬品およ
び内部構造からも説かれているが結論は今後にまちたい

とあり、また、舟形埴輪が上代舟葬説の有力な根拠であ
るとして後藤守―の説を紹介している。

書 名 図誰文F粂登牛審査誨代
著  者  児 玉 幸 多編

発 行 社  小学館

発行 年  昭和 31年

ページ数

古墳文化の中で住居の階級差のあらわれとして豪族の

邸宅や、村の特殊な建築の形を写 してつくられたものと

して子持 ち家形埴輪が取りあげられている。写真の解説

の一部に「大室屋と呼ばれた上代の宴会場はこういうも

のであったのであろうか」とある。
このほか、鬼の窟の古墳の全景や石室内部の写真、そ
の解説や舟形埴輪が紹介されている。

書 名 古響農盈吊菊
代
薬望集

著  者  古代史談話会 代表 坂本太郎

発 行 社  朝倉書店

発行 年  昭和 33年

ページ数  257ペ ージ

古墳の編年研究の中で前方後円墳の一形式として柄鏡

式をとりあげその図として91号墳が掲載されている。
また、方墳では、171号墳が紹介され、その編年とし
て6世紀末比定に反対し出土品からみて西暦 4、 5世紀
時代としている。

その他、粘土棺・礫床について、西都原古墳群の例が
紹介されている。

書  名  区解考古学辞典

著  者  水 野 清 一 、 小 林 行 雄 編

発 行 社  創光社

発 行 年  昭和 34年

ページ数  1,o56ペ ージ

小林行雄の記述で特色について述べ、古墳群全体の

編年として 5～ 6世紀のころ、かなりながい期間にわた
って成立 したものであろうとしている。
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書  名  世界考古学大系 3 日本Ⅲ

著  者  小 林 行 雄編

発 行 社  平凡社

発 行 年  昭和 34年

ページ数  172ペ ージ、隠版

「前方後円墳の変遷」の中で西都原古墳群の分布図を

掲載し、前方後円墳の変遷がかならずしも畿内のような

変遷をたどらなかった地方の例として、本古墳群の柄鏡

形の前方後円墳が 5世紀にさかんにつくられた好例地と

して説明されている。

その他子持家形はにわ等についても記述がある。

書  名  風
奏千基
本
九州 。沖縄編

著  者  下 中 邦 彦編

発 行 社  平凡社

発 行 年  昭和 35年

ページ数  336ペ ージ

「日向の古墳文化」の中で「西都原古墳群」の小見出

しがあり、日向古墳の成立を歴史的視野からとらえ、そ

の代表的な古墳群が西都原であると述べ 5世紀における
日向の古墳文化の繁栄を示すものとしている。

また、日向の建国神話は古い古墳にちなんだ天降信仰

が土地の伝承を皇室とむすびつけようとする地方民の心

の動きが後世に加わり日向の地が重要な地位をしめるよ

うになったと考えられないこともないとしている。

書  名  日本古墳の研究

著  者  斉 藤  忠

発行 社  吉川弘文館

発 行 年  昭和 36年

ページ数  344ペ ージ

第二章 古墳のかたの中で「丘陵台地上における立地」
として西都原古墳群 。新田原古墳 。茶臼原古墳群等がそ

の代表的な例としてあげられている。

書  名  国宝事典

著  者  文化財保護委員会

発 行 社  文化財保護委員会

発 行 年  昭和 36年

ページ数  B5版  494ペ ージ

日向国西都原古墳出土金銅馬具類として東京都五島美

術館所戴の馬貝類が、写真 (4葉 )入 りで収録されてい
る。
しかし、この馬具の出土地は西都原ではなく、二納の

百塚原から出上 したものである。
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I書  名

2著  者

5発 行 社

4発 行 年

5 ベーン数

日本考古学辞典

日本考古学協会編

東京堂出版

昭和 37年

652ペ ージ

・古墳群の位置と分布状況
。大正の発掘の内容
。男狭穂塚・女狭穂塚・鬼の窟等について記述している。

ユ 書  名

2著  者

5発 行 社

4発 行 年

5 ベーン数

日本の発掘

斉 藤  忠

東京大学出版会

昭和 38年

208ペ ージ

「西都原古墳群の総合調査」と標題をかかげ、大正の

発掘について詳細に述べている。

I 書 名 程議存哲築竃途画の冨畠
後円墳

2著 者 上 田 宏 範

5発 行 社  橿
響需衷受整

究所編

4発 行 年  昭和 38年

5 ペーン数

前方後円墳の型式推移を計測値の比率によって論考し

ているがこの中で202号、226号、46号、174号等が取り

あげられている。分類としてA群に分類され、外形上古
い古墳となっている。

l書  名

2著  者

5発 行 社

4発 行 年

5 ページ数

日本の歴史
神話から歴史ヘ

井 上 光 貞

中央公論社

昭和 40年

528ペ ージ

舟形はにわ、子持家形はにわについての記述がある。
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書  名  日本考古学図鑑

著  者  斉 藤  忠

発 行 社  吉川弘文館

発 行 年  昭和 40年

ページ数 
・
B5版  176ペ ージ

。西都原古墳群の発掘と浜田耕作博士
。埴輪家屋
。西都市の地下式嬢

以上 3項目について記載がある。

書  名  日
究焦
考古学V 古墳時代上

著  者  小 田 富士雄

発 行 社  河出書房

発 行 年  昭和 41年

ページ数  61ペ ージ

畿内型古墳の拡充として他の日向の古墳群とともに取

りあげられている。

この中に日向諸県郡諸井の女髪長姫が応神13年に召さ

れ、仁徳の妃となっていることはこのころに日向と大和

国家の統属関係が成立していたらしいと推定され、日向
に畿内型古墳が拡充される時期と符合していると述べて

いる。

※西都原古墳群の分布図が掲載されている。 (138頁 )

書 名  日亀覇管義?皇 .貪」
著 者 三 木 文 雄

発 行 社  講談社

発 行 年  昭和 41年

ページ数  196ペ ージ

はにわ子持家 。はにわ船について解説

下族郎党をやしなった5世紀の地方豪族の屋敷をこん

な形のはにわにうつしたものとみられるとあり船形埴輪

は板をはぎ付ぎあわせてつくった構造船をうつしたはに

わであるとしている。

書  名  日
査8落ま惑遜築 

墳時代下

著 者 喜 谷 美 宣

発 行 社  河出書房

発 行 年  昭和 41年

略 崎県西都原古墳群出上の中央に竪穴とおもわせる入

母屋造の屋根を地面にふせた建物があり、その両妻側に

切妻造の建物が、平側には入母屋造の建物が付説されて

いる家形埴輪は、先にのべた家屋文鏡や環頭大刀をかざ

る竪穴様建物と同じ性格をもつものとして注目される。
この竪穴様の建物は、集会場のごとき集落内の特殊な用

途の大形建築とみることができるとともに、送葬儀礼に

ともなう喪屋のごとき建物とみなすこともできる。」と

あり、子持家形挙輪の構造とその家の性格について述べ

ている。
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ユ 書  名  日本の美術 11 はにわ      「子持ち家はにわ」の紹介で新旧両様式をかねそなえ
た地方の豪荘な旧家の邸宅を思わせるとしている。
また「舟はにわ」の中で構造船として、両舷に櫓でそ
の突起が六つずつならび大海を航行できるりっばなつく

りの舟はにわで、わが国のような海にかこまれた島国で

はくりぬきの独木舟にたよった時代は早くすぎて板をは

りあわせてつくるめざましい発達がしのばれるとある。
その他の器財はにわについても記述されている。

£ 著 者 三 木 文 雄

5発 行社  至文堂

4発 行年  昭和 42年

5 ぺ…ジ数  114ペ ージ

ユ 書  名  明書属貧のあゆみ        見出し「古墳発掘 (上 )」 「古墳発掘 (T)」
大正の西都原古墳群の発掘調査について逸話を中心に

2 著  者  毎日新聞社           記述してある。

5発 行 社  毎日新聞社

4発 行 年  昭和 43年

5 ページ数  226ペ ージ

I 書  名  轟砲拝ぽ二桑ム生」理筆
原古墳   .西 都古墳群の紹介

。大正の発掘調査について

2 著  者  岡 田 茂 弘          ・ 風土記の丘計画について

・ 西都原古墳群の風上記の丘建設について
5発 行 社  ニューサイエンス社       以上の記載がある。

4発 行 年  昭和 43年

5 ページ数

1 書  名  古墳の発掘

£ 著  者  森  浩 一

5発 行 社  中央公論社

4発 行 年  昭和 44年

5 ページ数

大正の発掘調査の調査及びその報告書についての感想

が中心である。

-32-



書 名  日舎遷笹鳥樗
史2

著  者  編集 増田精一、岡本太郎

発 行社  学研

発 行年  昭和 44年

ページ数 ・213ペ ージ

船と航海術の発達 (石井謙治 )の中で複材考U船として

西都原出上の舟形埴輪について述べている。

西都原や法華寺出上の舟形埴輪は古墳時代の大型船と

判断され二材以上の割船部材を接合する大型考」船でいわ

ゆる複材寺」船であるとしている。

I 書  名  原
農尾奎癬

美術 1

著 者 斉 藤 忠 吉 川 逸 治

発 行社  小学館

発 行 年  昭和 45年

ページ数  238ペ ージ

埴輪子持家、埴輪船の紹介

子持家についてはその特色について述べ、地方豪族の

邸宅をかたどったものと思われるとしている(村井詫雄 )

埴輪船についてはその特徴について記述し、西都原古

墳群中もっとも大きい男狭穂塚の外方近くにある飯感塚

古墳から、家・甲
。胃および楯や靱などの埴輪ととも

に出土したもので古墳時代中期の船の姿を知るに役立つ

とある(元木文雄 )

書  名  沈替梁
世界史 11

著 者 八 幡 一 郎

発 行 社  新潮社

発 行 年  昭和 45年

ページ数  320ペ ージ

「古墳の年代」の中で「大正初頭の画期的調査」とい

う見出しをつけ大正の発掘をくわしく述べている。また、

歴史的には研究者相互の調査結果が統一的に総合されて

いないと論評し、その相互関係を体系づけるためには昭

和に入ってからのあらゆる角度からの研究の成熟を待た

ねばならなかったとある。

書  名  新
督始霊花高講

座
注居と集落

著 者 小 出 義 治

発 行 社  雄山閣

発:術 年  昭和 45年

ページ数

西都原 110号墳出土の家形埴輪、 5世紀代の地方豪族
の家屋と解するよりは、中心の入母屋造の喪屋に切妻造

と入母屋造の必要家屋を付設した駿宮で、形象化の過程

で堂々たる大家屋となったものとみられようとある。
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書名新督始亮恵孫薪矯、猪螂
著 者 村 井 宝 雄

発 行 社  雄山閣

発行 年  昭和45年

ぺ~ン数

子持家形埴輪について

「宮崎県西都原古墳出土のは、中央に竪穴式の入母屋
造の→棟をおき、両妻には小形の切妻造、両平には小型
の入母屋造りの家をそれぞれ配した豪奢なもので子持 ち
の家などとも呼ばれ、地方豪族の邸宅と考えられている。
とのべている。

また、器財埴輪として眉庇付冑に肩甲、短甲をつけ草
摺までをセットしていた埴輪が、西都原古墳から出土し
ているとある。

書 名  古究黒
日本3

著  者  鏡山 猛、 田村 円澄編

発 行 社  角川書店

発行 年  昭和 45年

ページ数  365ペ ージ

○畿内型古墳の伝播 (小田富士雄 )
西都原 2号墳について出土品等と紹介されている。
○熊襲・隼人のクニ (乙益重隆 )
日向の高塚古墳の中で「とくに圧巻をなすのは一ツ瀬
川流域の西都原古墳群であろう。最大長径 219メ ートルと
を有する男狭穂塚と全長 178メ ートルの女狭穂塚を中心
に大小約 300基の古墳群があり、なかには地下式横穴も
併存する。」とある。

書  名  隼人と大和政権

著 者 井 上 辰 雄

発 行社  学生社

発 行年  昭和 49年

5 ページ数  209ペ ージ

隼人を支配する県制の中で「子湯県」の紹介でその中
心を和名抄に出る三宅郷に比定し、この県の中心的な位
置に立つ古墳が西都原の男狭穂塚、女狭穂の両古墳であ
ることはいうまでもないと述べている。

書  名  日本考古学史

著  者  斉 藤  忠

発 行 社  吉 )II弘文館

発 行 年  昭和 49年

ページ数  349ペ ージ

「発掘と研究」の章で「西都原古墳群の発掘」と題 し

大正の発掘調査について紹介 している。
・

二・三の論評のあとに大正の初頭、長期間にわたって

東京や京都の歴史学者や考古学者に依蝿 して行なった発

掘はその後の古墳研究に大きな束J激をもたらしたことは

いうまでもないことであると論 じている。
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書  名  古
嬉轟菅懇み造形

著  者  村 井 寓 雄編

発 行 社  講談社

発 行 年  昭和 49年

5 ベーン数  
・
168ページ

「土と石像の記憶」 (村井宝雄 )の中で埴輪について

南九州では宮崎県の西都原古墳群から他に類をみない構

造の家形埴輪が船の埴輪などとともに出上 しており古く

から知られている。このことから5世紀代に早 くも九州

南部において埴輪の製作がおこなわれたことがわかると

述べている。

書  名  日本古代文化の探求

著 者 大 林 太 郎編

発 行社  社会思想社

発 行 年  昭和 50年

ベージ数  269ペ ージ

舟形はにわから古代の船を推定した内容である。独木

舟と見るべき船体がありその上に両端が高く反り上った

MIRllが付せられていてゴンドラ形に似た形態をもってい

る。………さらに詳しく検討してみると独木舟の上端と

舷側板の下端との間に一条の突帯が見え、接合部を補強

するため材を外側から取り付けたものと思われるし、触

の上縁の左右六対の突起はカイの支点とみられオールを

用いていたとみてよかろうとある。

船

ユ 書  名

2著  者

5発 行 社

古代史発掘 6
古墳と国家の成立 ち

小野山  節編

講談社

「甲冑」 (小林謙― )の中で西都原地下式横穴 4号出

上の短甲について えびの市小木原や島之内出上のもの

とともに甲冑の変せんの資料として取りあげられている。

発 行 年  昭和 50年

ページ数  164ペ ージ

l 書  名  古墳の航空大観

著 者 末 永 雅 雄

発 行 社  学生社

発 行 年  昭和 50年

ベージ数  本文 455ペ ージ

1.本文編9暦に男狭穂塚、女狭穂塚古墳が陵墓参考地
として記述され、92番には西都原古墳群の前方後円墳

が解説され屈指の古墳集団とある。

2.図版編には 4ページにわたって航空写真が掲載され
ている。
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l 書  名  熊襲と隼人     ,      「大和政権と熊襲」の中で西都原古墳群をとりあげ、

男狭穂塚、女狭穂塚の被埋葬者は大和政権と関係の深い

人物で日向統治に当たった者の墳墓と考えるべきであろ

うとしている。

2著 者 井 上 辰 雄

5発 行 社  教育社

4発 行 年  昭和 53年

5 ページ数  258ペ ージ

ユ 書 名 別整か雷貴克響墳
2 著  者  鈴 木  亨編

5発 行社  秋田書店

4発 行年  昭和 53年

5 ページ数  184ペ ージ

男狭穂塚、女狭穂塚、姫塚、鬼の窟、46号付近、 100

号付近のカラー写真が掲載されていると

また、全国古墳総覧 (黛弘道編 )の中で西都原古墳群
が他の国指定古墳と共に紹介されている。

I 書  名  日本の古墳 (西日本編 )    西都原古墳群について田中茂が
1.古墳群の位置

2著  者  森  浩 一編         2.大 正の発掘閥査
′ 3.古 墳群の特色

5発 行社  有斐閣             4.西 都原古墳群の成立と問題点

4発 行年  昭和 56年            
以上執筆している。

5 ページ数  A5版  508ペ ージ

I 書  名  日本古墳文化論          ゴーランドが明治30年発表した日本の ドルメンと埋葬

ウイリアム・ゴーランド     墳のなかに挿図入りで鬼の岩屋を紹介している。
2著  者  校注 上 田 宏 範                        ・

訳者 稲 本 忠 雄
5発 行社  創元社

4発 行年  (訳 本 )昭和 56年

5 ページ数
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I 書  名  古墳辞典 ・古墳群の位置及び分布の状況
。大正時代の調査と主な出土品

2著  者  大塚初江、小林二 郎編   ・ 男狭穂塚・女狭穂塚 。地下式 4号について

3発 行社  東京堂

4発 行 年  昭和 58年

5 ページ数  
・458ページ

'編年と吉墳辞の重要陛

等について述べているが上円下方墳が 1基存在すると

あるのは執筆者の課認であろう。

と 書  名  日本考古学小辞典         古墳群の位置と基数、編年、男狭穂、家狭應の説明.

2著  者  吸祭塚蛮縮
芹沢長介    〔畿懸恋曇宇

発掘が古墳研究上に一時期を画したとある。

3発 行社  ニューサイエンス社

4発 行年  昭和 58年 ・

5 ページ数  425ページ
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(3)古 公文書   '

l簿 冊 名  公園名勝旧蹟古墳        1.西 都原古墳寄附願

2年  代  大正 2年
3号、22号、23号 墳

東立野

坂元ノ上

酒元ノ坂

1 簿冊名  名勝旧蹟古墳      ′   1.大 正 6年の西都原発掘調査経過
i

大 5.12.31～ 大 6.1.lo
2 年  代  大正 5～ 9年          2.宮 崎県西都原古墳調査報告書 大正 6年 18頁

原稿及び印刷本

3.宮崎県史蹟調査報告 (第二冊 )大 正 7年 72頁

I 簿冊 名  名勝旧蹟古墳          1.西 都原史蹟研究所無償貸与の件

下穂北村長より県知事ヘ

2 年  代  大正 10。 11年      イ   県知事より下穂北村長へ
2.同上敷地寄附の件

I 簿冊名  名勝旧蹟古墳

2 年  代  大正 13・ 14年

御陵墓参考地内古損木無償下付の件

諸陵頭より県知事 大正 4年
松75本
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ユ 簿 冊名  名勝旧蹟古墳

2 年  代  昭和元～ 5年

1.西都原古墳実測調査表 18頁
学務課 大正13年
2.西都之原史蹟研究所 tkT請騒書他 6頁
下穂北村長より県知事あて 大正12年
3.西都原古墳祭協議会 5頁 昭和 2年
4.西都原古墳発掘品に関する件 昭和 2年
(東京帝室博物館、東京帝国大学、京都帝国大学 )

I 簿 冊名  名勝旧蹟古墳

2 年  代  昭和 7・ 8年

1.史跡調査日程 昭和 7年 (文部省上日嘱託 )
西都原古墳群

I 簿冊名  名勝旧蹟古墳          1.妻 町三宅古墳発掘品処分に関する件

宮崎県より東京帝室博物館ヘ

2 年  代  昭和 11年            帝室博物館より宮崎県へ

ユ 簿 冊名  名勝旧蹟古墳

2 年  代  昭和 12・ 13年

1.土地及立木価格調 (国有財産 )
東立野、西都原東、丸山、酒元ノ上、須先、国分、

竹脇、鳥子、長田、堂ケ島、雀貫畑、馬場先、寺崎
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I 簿船名  名勝旧蹟古墳    ・     御陵墓内拝観道新設の件 昭和13年
県知事より宮内省諸陵へ

2 年 代  昭和 14・ 1.5年        古墳所在立木伐採詐可願
235号.226号墳

1簿 冊名  名勝1日蹟古墳         1,嚇 墳瀞閑勢路め件

2 年 代  昭和 25年

I 簿冊名  名勝旧蹟古墳         1.匹 瑯原魏 昭和 6年
(所在地 地日、地績、状態(所有者、現状〔由来、徴

2 年 代  昭和 25年             証、伝説 )

二 簿冊名 史跡名勝天然記念物台帳     1.史臥第1号 西都原古墳群

2年 代
名称

脚

統 雄

説明
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(4)古 文 書

I文 献 名  笠狭大略記

2著 者 児 玉 賃 満

5年  代  .文政 8年

4船  数  1冊

男狭穂、女狭穂、飯騒塚、雑掌塚等について記述あり
(宮崎神宮蔵 )

ユ 文献 名  日向国笠狭御碕王都論評    内容は考証
九州大学に写本がある。

2著 者  富 永 芳 久

5年  代  天保 8年

4冊  数  1冊

I 文献 名  日向国西都原王都論      別に日向国笠狭御碕斉殿原王都論がある。

内容は考証
2著 者 浜 崎 貞 敬

5年  代  天保 3年

4冊  数  2冊
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5.特別史跡西都原古墳群出土品日録

(1)宮 崎県総合博物館収蔵 (県総合博物館収蔵日録より )

番
号 品   名 出  土  地 数 量 計   量 収蔵経緯 観 需 文   献 備  考

1 直  刀  片 西都市西都原古墳 6 梅原 末 治

2 鉾 1

3 鉾 l √霊32

4 鉄 地 鍍 金 鞍 1 長 3.8

喧  輪  片 (宮崎神官 GL23-2〔

円筒 埴輪 片 西都市西都原女狭穂塚 2 (   〃 GL 40

(  ″ GL22-2(

埴 輪 円 筒 西都市西郡原古墳 資料館展示

木  棺  片

短 甲 残 片 1

11 T L V 鏡 1 (宮崎神宮〕GL 13

縁
銭獣

角
三神

〓
一三

西都市西都原古墳13号撃 1 (   〃 GL 14

勾玉、管玉、小玉 1

切  子  玉 1

/Jヽ 玉

方
鏡
文
矩
形
規
変
格 1

鋸 歯 文 帯
方格 規 矩 鏡

1

須 恵 器 杯 西都市西都原 1 口径 12.5器高35 (宮崎神宮: G135

須 恵 器 高 罫 1 口径 11.8脚欠 (   〃 G163

須 恵 器 必 ユ 口径 12.3器高42 262
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(2)西都原資料館収蔵 (県総合博物館西都原資料館収蔵資料目録より )

番
号 品   名

地
地

上
集

出
採 数 量 計 測 収蔵経緯 魏 器 文   献 備  考

1
雰
欠
高
残
師
部
土
脚

西都市大字三宅
西都原16号墳

1 (西 都 市 L32

土 師 器 筑
西都市大字三宅
西都原 3号墳

1 (   ″ L32

須 恵 器 高 杯 西都原東立野 1
高  77
口径 12Ю

横山 登 2

(45。 1.27)
地下式

須 恵 器 高 罫 1
高  Ю
口径 120

3

須 恵 器 平 瓶 1 6

須 恵 器 平 瓶 ９

・
1

7

(45。 1.27)

地下式
I同者隣杵ゲVk攀

須 恵 器 必
西都市西都原
醐

1
高 4.0
回径116

4

(45。 1.27)
地下式

琵泉 西都市西都原地下式 3だ l (西 都 市 L27-4

椀 (土 師器 ) 1 (   〃 L27-5

須 恵 器 蓋 不 西都市西都原地下式 2召 2 (   〃 L34 日高正晴調整

11 須 恵 器 平 瓶 2
‐１．０６．０鰤
一確 (   〃 祐 学雑誌

43巻 4号
S27.4.
日高正晴調査

須 恵 器 不他
鰤 持
西都原周辺

(   〃 L46

空
西都市大字三宅
西都原周辺

2 (   〃 L46

回 不 1

杯 18

提 瓶 1

瞭 1

須 恵 器 高不
西都市西都原
瑚

1 横山 登
5

Q5,1.27 地下式

須恵器壺提瓶 西綿市西都原周辺 謙帥
(西 都 市) L26

土 師 器。高 不
西都市大字三宅
醐

1
高  7.5
日径 11.5

登

２７純く４５．
1

農作業中に云
見
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番

号 品   名 地
地

上
集

出
採

数

量 計   測 収蔵経緯 雖録番号 文   献 備  考

土師器杯・高不 西都市寺山奇 沼口
(47.

信一

)

土師器 (壺 ) 西都市大字三宅
西都原

1 (西都市 ) L27 考古学雑誌
43巻 4号

地下式3号 S30.
4.10日 高調査

一島 不 1 (  ″   ) L27

筑 1 (  〃   ) L27

土 師 器 破 片
西都市大字三宅
西都原159号墳 (  〃   ) L58

土 器 破 片
(高不破片 )

西都市大字三宅
西都原80号墳

1狩 (  ″   ) L81

須 恵 器 不 西都市寺崎 1 沼口 信

須 恵 器 壺 西都市寺原 1
４５．３５．御

高
巾
口

韓 離
地下約50勤よ
り発見

須 恵 器 蓋 不 西都市地下式横穴 (西都市 ) L14

須 恵 器 平 瓶 1 (  〃   ) L14

須 恵 器 提 瓶
西都市大字三宅
西都原周辺

2 (  ″   ) L20

須恵器高不蓋付
高邪

2 (  ″   ) L21

須 恵 器 疎 3 (  〃   ) L22

須 恵 器 平 瓶 3 (  〃   ) L24

須 恵 器 蓋 不 2
径
径 (  〃   ) L25

須 恵 器 不 等
西都市茜都原
地下式3号 (  ″   ) L27 日高正晴調査

不 (  〃   ) L27-1

向 不 (  〃   ) L27-2

壺 (土師器 ) 1 (  〃   ) L27-3

須 恵 器 不
西都市大字三宅
西都原古墳群

1件 神宮不■

鉄 鏃
西都市大字三宅東立野
地下式慌穴

1

全劃霊 13.5

胃蓄
47 (西都市 ) L35
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番

号 品   名 地

地

上

集

出
採

数

量 計   測 収蔵経緯 観 務 文   献 備  考

鉄    鏃
(平根尖根 )

西都市大字三宅
西都原周辺

(西都市 ) Ll

片
＞卿帥

鏃
型
鉄
刃

西都市大字三宅
西都原地下式 4号 (  〃   ) L64 考古学雑誌

43巻 4号
S 31.4. 3o

日高正晴調査

鉄 鏃
西都市大字三宅西都原
地下式 3号 (  ″   ) L28 考古学雑誌

43巻 4号
S 31.4.10
日高正晴調査

鉄鏃(平恨尖根 )
西都市大字三宅西都原
265鞘 (  ″   ) L80 T6浜田

梅原末治調査

鉄鏃 (平恨式 ) (  ″   ) L8081

鉄鏃(尖根式 ) 1召 ( 〃  ) L80

鉄    鏃
(尖恨,柳葉の

西都市大字三宅西都原
156号墳 ?

(  〃   ) L85

鉄鏃 (尖根 ) 西都市大字三宅西都原156号墳出土か
(  ″   ) L57

刀  子  片 晦 孟三甲 原 1 10.3勁 (  〃   ) L57-2

鉄鏃(尖根平根)
西都市大字三宅
西都原周辺

1件 (  ″   ) L41

刀  子  片 西都市大字三宅
西都原周辺

1 勁協
物

全
刃
巾

(  ″   ) L41-2

直 刀
西都市大字三宅
西都原周辺

(  〃   ) L57

直 刀 電譜巽委乗
三宅西都原

1 刃渡 67翻 (  ″   ) L13

直 刀
西都市大字三宅
西都原周辺

(  ″   ) L40

/1ヽ 刀 1件 鋲 26伽 巾2.0翻
茎 3.5伽 刃渡23伽

(  ″   ) L40-2 直刀の中より
編

直 刀 霜雫襄な吾〒
宅西都原

6 (  ″   ) L67
考古学雑誌
43巻 4号

S31.4.30
日高正晴調塗

鉄 斧
西都市大字三宅
西都原周辺

1 (  〃   )

矛 首 雪薄喜蒼
字三宅西都原

1 (  ″   ) L79

短 甲
齢調版期 式)

西都市大字三宅
地下式 4号 1 (  ″   ) L66-1

短 甲 破 片 西都市大字三宅石貫 l (  ″   ) L51 S 31.4.30

日高正晴調楚

短 甲

輔弱版鞠 式) 配雫裏杏薯
三宅西都原

1 (  ″   ) L63
S 31.4.30

日高正晴調査

-45-



番

号 品   名
地

地

上

集

出

採

数

量 計   測 収蔵経緯 鞠 需 文   献 備  考

甲噛
短爛

西都市大字三宅西都原
地下式 4号

1 (西都市 ) L66… 2
考古学雑誌
43巻 4号

S31.4.30
口高正晴調査

64 珠  文  鏡 1 (  ″   ) L61

変形十文字鏡
西袖秒時⊆ 卿 京
第 265号墳

l 酪則厚
本館より移管

変 形 六 獣 銃 1 (西都市 ) L16-3

倣製三神三獣鏡
西都市大字三宅
西都原古墳群13号墳

1 木館より移管
(50.5.6)

変形三神三獣鏡 1 (西都市 ) L16

方格規矩文鏡 西都市大字三宅西都原 1 木館より移管
(52.9。 1)

方格規矩文銃 西都市 1 (西都市 ) L16-2

鏡 板 1 水館より移管
(52.9.1)

壷鐙鎖部残片 聯 手宅西都原 (西都市 ) L3併 2
考古学雑誌
43巻 4号 |

轡
西都市大字三宅西都原
地下式 4号

1 (  〃   ) L30

歩揺付装身具 1狩 (  〃   )
L62
(43.3.1)

絡 鞘 証
43巻 4号

S 31.4.30
日高正晴調査

小  玉  片 西都市西都原か 2 (  〃   )

金 環 西都市大字三宅西都原 6 (  〃   )
L18
(43.3.1)

西都市大字三宅東野立
(西都原 )

1 径 2.5内径 1.3 横山  登 7 地下式

78
”
絶

玉
緑
小
青 108

経0.54鶴大)厚 0.32
経a36撮巾)厚 0.2 鵜館より移管

79 石 術 1 (西都市 ) L17

鍔
西都市大字三宅
西都原周辺

1 (  〃   ) L6

柄 頭 1 (  ″   ) L52

土 錘
西都市大字三宅東立野
(西都原 )

1 横山  登 8

(45。 1.27) 地下式

骨  角  器 西都市大字三宅西都原周辺
4 (西都市 ) L2
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番

号 品   名
地
地

土
集

出
採

数

量 計   測 収蔵経緯 魏 需 文   献 備  考

管 玉
西都市大字三宅西都原
地下式4号

(西都市 ) L59 考古学雑誌
43巻 4号

む 31.4.もU
島高正晴調査
ガラ入 碧玉

/1ヽ 玉 64 L59

丸 玉 L60

管 | 玉
西都市三宅
西都原

1召 館   膚 (  )

勾 玉

切  子  玉

奎
蒸 珠 1 (  〃   ) L5 本館より移管

套湛驚(三菫葉禁行) 本館より移管

棺
有 機 物 質

西都市大字三宅西都原
第 13号墳

1窄 (西都市 ) L49

木 棺 破 片 1 木館より移管

木 片

(木棺片か )
西都市大字三宅西都原
地下式横穴

1狩 (西都市 ) L29 老鷲ギ泌確諾
43巻 4号

S3α 4.10
日高正晴調査

粘 土 椰 片 西都市大字
三宅西都原

第13号墳
(  〃   ) L50

棺 床 敷 礫 (  〃   ) L48 西都原古墳
調韓

木  棺  片
本館より移管
(50.5.6)

欠
輪
ヴ肺柳牌

象
ぐ
手

嚇 摩 宅
西額 周辺

3 本館より移管

円 筒 埴 輪 6

人骨 (骨片 ) 西都市大字
三字三宅

地下式横穴
1件 (西都市 ) L31

S 30.4. 10
日高正晴調査

大骨(頭骨片 )
西都市大字三宅西都原
地下式4号

(  ″   ) L65 考古学雑誌
43巻 4号

S 31.4.30
日高正晴調査

人 骨 (歯 )
西都市大字三宅
地下式償穴

(  〃   ) L36 S27.4調査

人骨 (下顎骨 ) 1狩 (  ″   ) L38 S27.4調査

金 環
西都市大字三宅東立野
地下式餞穴

(  〃   )
IJ 33

(43.3.1)
粘 難 誌
43巻 4号

S 29.4
日高正晴調査
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(5)東京国立博物館収蔵

番号 品   名 出工地・採集地 数量 計  測 収蔵経 緯 登録番号 文  献 備  考

ユ 埴  輪  船
西都市大字西都原

(元、児湯郡西都原

169号 )

1 長 100翻
1933.7.6

採集
21498

埴輪子持家

西都市大字三宅

(元、児湯郡妻町

大字三宅字西都原)

1 高 52効
1913.

関保之助発掘
34661

埴輪切妻家 3

34662
ど
34664

埴輪衝角付冑 1 高 19.9翻 34665

5 埴輪眉庇付冑 ユ 高 1&6初 34666

6 埴輪鎧残片 荒 34667

7 珠  文  鏡 1 径  7翻 34668

銅 9‖ 1 径 7.5伽 34669

鉄 鎧 残 片 報 34670

柳葉式鉄鏃 34671

11 逆 刺 式鉄 鏃 34672

埴 輪 残 片 34673
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(4)京都大学考古学研究室収蔵

注 ① 碧玉製、濃緑色、1個だけ灰緑色、両面穿子L(lF 2号墳 )

注 ② 徹)三角板革綴短甲の埴輪、背面上部を後補、内面の上部と外面にベンガラを塗る。
lb)車摺、古墳時代Ⅱ期

注 ③ 円筒形・家形・楯形・蓋形の各破片、ベンがラを塗ったものがある。古墳時代Ⅱ期

文献③ 内藤虎次郎。今西竜「西都原古墳調査報告」(「宮崎県史蹟調査報告」)3、 大正7年 )

文献② 浜田耕作・柴日常恵「第二百十号塚」(「宮崎県児湯郡西都原古墳調査報告」大正4年 )

文献③ 末永雅雄「日本上代の甲冑」

需 品  名 出工地・採集地 数量 計  測 収蔵経緯 登録番号 文  献 備  考

1

管 玉

注①

西都市妻西都原

古墳群  13号墳

長 0.6～ 1.3

径 o.3～ 0.6

1916

今西竜発掘
文 献①

2 須恵器破片 1

1916

今西竜採集

3

短甲形埴輪片

注②

西都市妻西都原古

墳群 旧210号墳
現高 30.5

1916

浜田耕作発掘

5489
文 献②
″ ③

4

埴 輪 破 片

注③
5489 文 献②
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きがとあ

特別史跡西都原古墳群 (西都原風土記の丘 )に 関する一般手引書 とし

ては、宮崎県総合博物館が昭和 46年度に出した「資料館概要 」 (特刺

史跡西都原古墳群、西都原資料館 )が あ りますが、本書はその資料の他

に、西都原古墳群に関する出版物や出土品の目録等を加 え、利用 しやす

いまうに編集 したつ もりです。

編集に際 して、県文化財保護審議会の寺原俊文、日高正晴の両委員に

監修 をお願いいたしましたが、この紙面をか り厚 くお礼申し上げます。

宮崎県教育委員会文化課
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